
■
安
倍
内
閣
は
、
「
す
べ
て
の

女
性
が
輝
く
社
会
づ
く
り
」
を

最
重
要
政
策
に
掲
げ
て
い
る
が
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
基
づ
く
差
別
を

解
消
し
女
性
の
地
位
全
般
を
引

き
上
げ
る
と
い
う
根
本
的
な
平

等
理
念
に
欠
け
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
危
惧
し
て
い
る
。
世

界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
公
表
し

た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ギ
ャ
ッ
プ
指

数
に
よ
る
と
、
昨
年
の
日
本
の

順
位
は
１
４
５
か
国
中
１
０
１

位
と
先
進
国
の
中
で
最
低
水
準

と
な
っ
て
い
る
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
基
づ
く
差
別

の
解
消
を
含
め
、
今
後
ど
の
よ

う
に
女
性
の
活
躍
を
推
進
し
て

い
く
の
か
。

石
丸
県
民
環
境
部
長
・
・
・

本
計
画
で
は
、
意
思
決
定
の

場
へ
の
女
性
の
参
画
拡
大
、
女

性
の
活
躍
と
男
性
中
心
の
働
き

方
等
の
見
直
し
、
こ
れ
を
主
要

課
題
に
掲
げ
、
女
性
活

躍
の
自
主
目
標
を
設
定

す
る
中
小
企
業
数
や
男

性
の
育
児
休
業
取
得
率

な
ど
、
新
た
な
数
値
目

標
を
設
定
し
て
い
る
。

男
性
中
心
型
労
働
慣

行
や
固
定
的
性
別
役
割

分
担
意
識
の
解
消
に
向

け
て
は
、
女
性
活
躍
推

進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
養

成
派
遣
、
男
性
の
家
庭

参
画
を
促
す
イ
ク
メ
ン

推
進
な
ど
に
総
合
的
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
男
女
の

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
合
わ
せ
た

両
立
性
の
充
実
強
化
を
オ
ー
ル

え
ひ
め
で
努
め
て
い
き
た
い
。

■
国
民
生
活
基
礎
調
査
で
は
、

２
０
１
２
年
の
日
本
の
相
対
的

貧
困
率
は
１
６
・
１
％
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
勤
労
世
代
の

単
独
世
帯
で
は
男
性
が
２
３
・

２
％
に
対
し
女
性
は
３
３
・
３

％
、
さ
ら
に
、
ひ
と
り
親
世
帯

は
５
４
・
６
％
が
貧
困
と
す
る

研
究
も
あ
る
。

女
性
労
働
者
の
場
合
、
正
社

員
で
は
長
時
間
労
働
の
た
め
妊

娠
や
出
産
、
家
族
的
責
任
と
の

両
立
が
で
き
な
い
。
出
産
等
で

一
旦
退
職
す
る
と
復
帰
後
は
低

賃
金
の
不
安
定
雇
用
し
か
な
い

と
い
う
格
差
の
構
造
が
、
経
済

的
自
立
を
阻
ん
で
い
る
。

男
女
間
の
賃
金
格
差
の
現
状

を
ど
う
認
識
し
、
そ
の
解
消
に

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く

の
か
。

門
田
経
済
労
働
部
長
・
・
・

国
の
平
成
27
年
賃
金
構
造
基

本
統
計
調
査
に
よ
る
と
、
女
性

の
賃
金
は
男
性
と
の
格
差
水
準

は
長
期
的
に
は
縮
小
傾
向
に
あ

る
も
の
の
、
未
だ
、
男
性
の
７

２
・
２
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

そ
の
背
景
と
し
て
、
固
定
的

性
別
役
割
分
担
意
識
が
根
強
く

あ
る
中
で
、
企
業
に
お
け
る
採

用
配
置
な
ど
の
雇
用
管
理
の
運

用
面
で
の
男
女
間
の
偏
り
や
出

産
を
機
に
、
多
く
が
退
職
す
る
、

い
わ
ゆ
る
Ｍ
字
カ
ー
ブ
問
題
が

生
じ
て
い
る
。

県
と
し
て
は
、
広
報
誌
愛
媛

労
働
な
ど
を
通
じ
た
企
業
へ
の

意
識
啓
発
に
取
り
組
む
ほ
か
、

女
性
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の
た

め
の
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施
や
仕
事

と
家
庭
が
両
立
で
き
る
職
場
環

境
の
整
備
支
援
な
ど
に
努
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

■
１
９
４
６
年
に
初
め
て
女
性

が
参
画
し
た
衆
議
院
議
員
選
挙

で
、
全
体
の
８
・
４
％
に
当
た

る
39
人
の
女
性
議
員
が
誕
生
し

た
が
、
現
在
も
僅
か
９
・
５
％

で
、
政
府
目
標
の
２
０
２
０
年

ま
で
に
３
割
に
す
る
こ
と
は
困

難
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
地
方

議
会
で
は
、
昨
年
末
時
点
で
都

道
府
県
議
会
で
は
９
・
８
％
、

市
区
町
村
議
会
は
１
２
・
７
％

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
本
県
議

会
で
は
、
全
国
４
７
都
道
府
県

に
お
い
て
最
下
位
の
１
人
と
な
っ

て
い
る
。

女
性
の
政
治
参
画
の
必
要
性

と
そ
の
環
境
整
備
に
つ
い
て
、

ク
オ
ー
タ
制
の
導
入
も
含
め
、

知
事
の
所
見
は
ど
う
か
。

中
村
知
事
・
・
・

女
性
の
政
治
参
画
は
、
政
治

に
多
様
な
民
意
を
反
映
す
る
と

い
う
民
主
主
義
の
要
請
か
ら
も
、

ま
た
、
男
女
共
同
参
画
の
推
進

に
向
け
た
政
策
・
方
針
を
政
治

的
な
優
先
課
題
に
反
映
さ
せ
る

と
い
う
面
か
ら
も
、
極
め
て
重

要
と
認
識
し
て
お
り
、
諸
外
国

に
お
い
て
男
女
間
の
格
差
を
改

善
す
る
積
極
的
改
善
措
置
、
い

わ
ゆ
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
ア
ク
シ
ョ

ン
と
し
て
、
法
律
等
に
よ
り
、

議
席
や
候
補
者
の
一
定
の
人
数

や
割
合
を
女
性
に
す
る
ク
オ
ー

タ
ー
制
の
導
入
が
図
ら
れ
て
き

た
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

ク
オ
ー
タ
ー
制
の
導
入
を
含

む
女
性
の
政
治
参
画
の
制
度
づ

く
り
に
つ
い
て
は
重
要
な
課
題

と
は
考
え
て
お
り
、
今
後
、
国

会
に
お
い
て
制
度
の
あ
り
方
や

両
立
支
援
の
整
備
等
に
つ
い
て
、

真
摯
な
議
論
が
行
な
わ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
る
。

■
政
府
は
「
待
機
児
童
解
消
加

速
化
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
く
目
標

を
前
倒
し
、
10
万
人
上
積
み
し

て
２
０
１
７
年
度
ま
で
に
約
50

万
人
分
の
保
育
の
受
け
皿
を
確

保
す
る
と
し
て
い
る
が
、
上
積

み
し
た
10
万
人
の
う
ち
５
万
人

分
に
つ
い
て
は
、
規
制
の
緩
い

無
認
可
保
育
所
を
増
や
す
こ
と

で
対
応
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

経
済
協
力
開
発
機
構
は
２
０

１
２
年
に
公
表
し
た
報
告
書
の

中
で
、
「
質
を
考
慮
せ
ず
に
保

育
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
拡
大
し

て
は
な
ら
な
い
。
質
の
低
さ
は

子
ど
も
の
発
達
に
長
期
的
な
悪

影
響
を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
」
と

警
告
し
て
い
る
。

本
県
に
お
け
る
待
機
児
童
の

実
態
は
ど
う
か
。
ま
た
、
そ
の

解
消
に
向
け
、
今
後
ど
の
よ
う

な
対
策
を
講
じ
る
の
か
。

兵
頭
保
健
福
祉
部
長
・
・
・

県
内
の
待
機
児
童
数
は
昨
年

４
月
地
点
で
１
１
９
人
、
昨
年

10
月
地
点
で
は
３
４
１
人
と
な
っ

て
い
る
。
昨
年
度
中
に
５
５
１
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愛
媛
県
議
会
の
６
月
定
例
議
会
は
、
熊
本
被
災
地
支
援
・
県
内

緊
急
防
災
対
策
の
推
進
、
地
域
医
療
の
充
実
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

拡
充
、
公
共
事
業
対
策
な
ど
を
中
心
に
、
一
般
会
計
で
約
１
１
０

億
円
の
補
正
予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。

６
月
13
日
、
お
お
さ
か
節
子
議
員
は
女
性
の
活
躍
推
進
や
保
育

制
度
の
充
実
、
公
共
交
通
政
策
、
原
発
問
題
に
つ
い
て
一
般
質
問

を
行
い
ま
し
た
。



人
分
の
保
育
定
員
の
増
加
を
図
っ

た
が
、
本
年
４
月
地
点
に
お
い

て
も
な
お
、
１
１
０
人
の
待
機

児
童
が
発
生
し
て
い
る
状
況
に

あ
る
。
今
後
も
保
育
ニ
ー
ズ
の

増
大
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

さ
ら
な
る
取
り
組
み
の
充
実
が

必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

県
で
は
市
町
と
連
携
し
な
が

ら
認
定
こ
ど
も
園
や
小
規
模
保

育
等
の
整
備
を
促
進
し
、
今
年

度
さ
ら
に
、
５
０
０
人
程
度
の

保
育
定
員
の
増
加
を
図
る
と
と

も
に
、
保
育
士
資
格
取
得
の
た

め
の
修
学
試
験
貸
付
制
度
の
利

用
促
進
、
潜
在
保
育
士
の
再
就

職
支
援
等
の
対
策
を
講
じ
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

■
保
育
士
は
他
の
産
業
よ
り
も

給
与
が
低
い
と
聞
く
。

保
育
士
の
待
遇
改
善
に
、
今

後
ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
る

の
か
。

兵
頭
保
健
福
祉
部
長
・
・
・

保
育
士
の
賃
金
水
準
は
厚
生

労
働
省
の
統
計
で
は
、
１
２
９

の
職
種
の
う
ち
、
１
２
０
位
と
、

低
位
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
こ

う
し
た
賃
金
の
低
さ
に
加
え
、

責
任
と
業
務
負
担
が
大
き
い
労

働
環
境
の
厳
し
さ
が
離
職
率
の

高
さ
の
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
も
消
費
税
財
源
等

を
活
用
し
、
段
階
的
に
改
善
が

図
ら
れ
て
き
た
。
日
本
一
億
総

活
躍
プ
ラ
ン
で
は
、
新
た
に
一

律
２
％
相
当
の
処
遇
改
善
や
技

能
、
経
験
を
積
ん
だ
保
育
士
の

賃
金
ア
ッ
プ
が
盛
り
込
ま
れ
て

お
り
、
県
と
し
て
も
、
早
期
の

実
現
を
強
く
求
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

■
県
過
疎
地
域
自
立
促
進
方
針

に
よ
る
と
、
県
内
の
過
疎
あ
る

い
は
過
疎
と
み
な
さ
れ
る
１
７

市
町
を
人
口
で
見
た
場
合
、
全

体
に
占
め
る
割
合
は
２
５
・
１

％
で
あ
る
の
に
対
し
、
高
齢
者

の
割
合
は
３
３
・
８
％
と
な
っ

て
い
る
。

今
後
、
ま
す
ま
す
高
齢
化
が

進
行
す
る
と
見
込
ま
れ
る
地
域

で
は
、
自
治
体
が
中
心
と
な
っ

て
住
民
や
公
共
交
通
事
業
者
等

と
と
も
に
、
本
格
的
な
地
域
公

共
交
通
網
を
形
成
す
る
た
め
の

計
画
を
策
定
し
て
お
く
必
要
が

あ
る
。

県
内
市
町
の
地
域
公
共
交
通

網
形
成
計
画
の
策
定
状
況
は
ど

う
か
。
ま
た
、
県
と
し
て
今
後

ど
の
よ
う
に
策
定
支
援
に
取
り

組
む
の
か
。

西
本
企
画
振
興
部
長
・
・
・

県
に
お
い
て
は
、
市
町
向
け

に
計
画
策
定
に
向
け
た
研
修
会

を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
新
ふ

る
さ
と
づ
く
り
総
合
支
援
事
業

に
よ
り
、
交
通
実
態
調
査
や
ニ
ー

ズ
調
査
な
ど
に
要
す
る
経
費
を

支
援
し
て
い
る
。

こ
の
結
果
、
既
に
東
温
市
と

愛
南
町
が
計
画
を
策
定
し
た
ほ

か
、
国
と
最
終
調
整
中
で
あ
る

西
条
市
や
、
事
業
者
等
と
の
協

議
を
開
始
し
て
い
る
松
山
市
や

西
予
市
な
ど
も
計
画
の
策
定
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

■
昨
年
６
月
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

エ
コ
ノ
ミ
ー
な
ど
の
新
た
な
市

場
の
活
性
化
を
盛
り
込
ん
だ
日

本
再
興
戦
略
が
閣
議
決
定
さ
れ
、

現
在
、
自
家
用
車
ラ
イ
ド
シ
ェ

ア
の
合
法
化
が
具
体
策
の
一
つ

と
し
て
検
討
さ
れ
て
い
る
。

地
域
の
関
係
者
の
合
意
や
輸

送
の
安
全
確
保
と
い
っ
た
制
約

は
あ
る
も
の
の
、
自
家
用
車
ラ

イ
ド
シ
ェ
ア
の
合
法
化
に
向
け

た
地
な
ら
し
が
進
ん
で
い
る
の

で
は
な
い
か
と
危
惧
し
て
い
る
。

地
域
住
民
の
安
全
・
安
心
を

第
一
に
考
え
る
と
、
住
民
の
生

活
交
通
確
保
の
た
め
で
あ
っ
て

も
、
自
家
用
車
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア

を
安
易
に
導
入
す
べ
き
で
は
な

い
と
考
え
る
。

自
家
用
車
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の

合
法
化
に
向
け
た
動
き
に
つ
い

て
、
県
と
し
て
ど
う
受
け
止
め

て
い
る
の
か
。

西
本
企
画
振
興
部
長
・
・
・

県
内
で
は

14
の
市
町
が
ド
ラ

イ
バ
ー
に
国
の
定
め
る
講
習
を

受
け
さ
せ
る
な
ど
、
安
全
確
保

対
策
を
講
じ
た
上
で
運
行
し
て

い
る
が
、
あ
く
ま
で
も
地
域
住

民
の
生
活
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
も

の
で
あ
り
、
観
光
で
訪
れ
る
外

国
人
な
ど
の
移
動
ニ
ー
ズ
を
想

定
し
た
も
の
で
は
な
い
。

本
県
で
は
現
在
の
と
こ
ろ
、

導
入
の
動
き
は
な
い
。
逢
坂
議

員
お
話
の
い
わ
ゆ
る
自
家
用
車

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
に
つ
い
て
は
、

運
行
管
理
や
車
両
整
備
体
制
等

の
事
故
へ
の
事
前
防
止
措
置
の

定
め
が
な
く
、
ま
た
、
運
行
責

任
の
所
在
が
明
ら
か
で
な
い
な

ど
、
利
用
者
の
安
全
・
安
心
が

守
ら
れ
る
体
制
に
は
な
っ
て
な

い
。
県
と
し
て
も
今
後
、
そ
の

動
向
を
注
視
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

■
今
回
の
熊
本
地
震
は
、
震
度

７
と
い
う
地
震
が
２
度
起
こ
り
、

過
去
に
例
を
見
な
い
頻
度
で
余

震
が
続
く
な
ど
、
地
震
学
の
知

見
を
大
き
く
覆
し
て
い
る
。

こ
の
地
震
を
受
け
、
研
究
者
か

ら
は
、
伊
方
原
発
の
沖
合
を
走

る
中
央
構
造
線
で
大
地
震
が
起

こ
る
可
能
性
や
、
益
城
町
の
上

下
動
の
加
速
度
が
１
３
９
９
ガ

ル
を
記
録
し
た
こ
と
か
ら
、
上

下
動
に
弱
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製

で
あ
る
原
子
炉
格
納
容
器
等
へ

の
影
響
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

伊
方
原
発
３
号
機
再
稼
働
に

つ
い
て
、
熊
本
・
大
分
地
震
を

受
け
て
、
も
う
一
度
立
ち
止
ま

り
、
耐
震
性
に
つ
い
て
原
子
力

規
制
委
員
会
に
再
検
討
を
求
め
、

県
環
境
安
全
管
理
委
員
会
原
子

力
安
全
専
門
部
会
で
も
再
審
議

す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

中
村
知
事
・
・
・

熊
本
地
震
に
お
い
て
、
益
城

町
で
観
測
さ
れ
た
１
３
９
９
ガ

ル
の
上
下
動
に
つ
い
て
は
、
地

表
に
設
置
さ
れ
た
地
震
計
に
よ

る
記
録
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し

て
、
地
中
の
硬
い
岩
盤
上
で
の

上
下
動
の
観
測
記
録
は
１
２
７

ガ
ル
で
あ
り
、
地
上
の
揺
れ
、

観
測
さ
れ
た
揺
れ
の

10
分
の
１

と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
地
震
の
揺
れ

は
そ
の
場
所
の
地
盤
の
硬
さ
な

ど
の
地
質
構
造
等
に
よ
っ
て
大

き
く
異
な
り
、
原
発
の
基
準
地

震
動
、
例
え
ば
伊
方
の
場
合
は

１
２
７
ガ
ル
が
、
観
測
さ
れ
た

岩
盤
上
で
の
６
５
０
ガ
ル
の
耐

震
構
造
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

中
央
構
造
線
断
層
帯
の
伊
方

原
発
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、

す
で
に
国
の
審
査
で
大
分
側
の

別
の
断
層
帯
を
含
む
全
長
４
８

０

km
が
連
動
す
る
と
い
う
、
よ

り
厳
し
い
ケ
ー
ス
も
想
定
し
た

上
で
、
耐
震
性
は
確
保
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、

県
の
原
子
力
安
全
専
門
部
会
で

も
同
様
の
結
論
を
得
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
改
め
て
原
子

力
規
制
委
員
会
に
現
段
階
で
再

検
討
を
求
め
た
り
、
県
の
原
子

力
安
全
専
門
部
会
で
再
度
、
議

論
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

■
昨
年
６
月
に
修
正
さ
れ
た
県

広
域
避
難
計
画
で
は
、
Ｓ
Ｐ
Ｅ

Ｅ
Ｄ
Ｉ
を
活
用
し
な
い
こ
と
と

し
、
既
に
端
末
も
撤
去
さ
れ
た
。

一
方
で
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
実

測
値
の
み
に
よ
る
判
断
で
は
住

民
の
被
ば
く
を
前
提
に
避
難
指

示
等
を
行
う
こ
と
と
な
る
と
の

危
惧
か
ら
、
引
き
続
き
Ｓ
Ｐ
Ｅ

Ｅ
Ｄ
Ｉ
の
活
用
を
希
望
す
る
自

治
体
も
あ
り
、
政
府
も
、
自
治

体
の
裁
量
で
避
難
の
参
考
に
活

用
す
る
こ
と
を
認
め
る
方
針
を

示
し
て
い
る
。

住
民
へ
の
避
難
指
示
に
Ｓ
Ｐ

Ｅ
Ｅ
Ｄ
Ｉ
を
活
用
し
な
い
根
拠

は
何
か
。
ま
た
、
風
向
き
や
放

射
性
物
質
の
拡
散
に
関
す
る
情

報
を
ど
の
よ
う
に
収
集
し
県
民

に
提
供
す
る
の
か
。

高
橋
防
災
安
全
総
括
部
長
・
・
・

避
難
等
の
防
護
措
置
は
原
子

力
施
設
の
状
況
や
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
の
実
測
値
に
基
づ

き
、
実
施
す
る
こ
と
と
し
、

不
確
実
な
拡
散
予
測
結
果

に
基
づ
い
て
避
難
を
行
う

こ
と
は
か
え
っ
て
被
ば
く

量
を
増
大
さ
せ
る
危
険
が

あ
る
と
し
て
、
活
用
し
な

い
方
針
と
し
た
こ
と
か
ら
、

本
県
も
同
様
の
取
り
扱
い

を
し
て
い
る
。

県
で
は
放
射
線
量
や
風

向
き
な
ど
、
細
か
く
収
集

で
き
る
よ
う
、
昨
年
度
、

測
定
局
を

58
基
増
設
し
、

合
計

99
基
と
す
る
な
ど
、
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
体
制
の
充
実
を
図
っ

て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
測
定

結
果
等
を
踏
ま
え
た
避
難
指
示

等
の
伝
達
に
つ
い
て
は
、
報
道

機
関
へ
の
情
報
提
供
の
ほ
か
、

県
の
防
災
メ
ー
ル
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、

市
町
の
防
災
行
政
無
線
や
広
報

車
な
ど
、
迅
速
か
つ
的
確
に
情

報
提
供
を
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。

■
県
広
域
避
難
計
画
で
は
、
原

発
以
西
の
住
民
５
２
４
０
人
の

う
ち
３
１
３
２
人
は
大
分
県
に

避
難
す
る
計
画
と
な
っ
て
い
る

が
、
地
震
や
津
波
、
原
発
事
故

が
同
時
に
発
生
す
る
複
合
災
害

で
は
、
岸
壁
の
損
壊
な
ど
に
よ

り
船
が
使
用
で
き
な
い
事
態
も

予
想
さ
れ
る
。
ま
た
、
大
分
県

と
本
県
で
連
動
し
て
地
震
が
発

生
し
、
大
分
側
で
の
受
入
れ
が

で
き
な
い
場
合
も
予
想
さ
れ
る
。

伊
方
原
発
３
号
機
の
再
稼
働

を
急
ぐ
よ
り
、
原
発
以
西
の
住

民
の
避
難
に
つ
い
て
、
よ
り
実

効
性
の
あ
る
県
広
域
避
難
計
画

に
見
直
す
こ
と
が
先
決
で
あ
る

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

高
橋
防
災
安
全
総
括
部
長
・
・
・

佐
田
岬
半
島
部
に
つ
い
て
は
複

合
災
害
に
備
え
、
県
広
域
避
難

計
画
に
原
発
施
設
や
道
路
港
湾

等
の
状
況
に
応
じ
た
陸
・
海
・

空
の
複
数
の
避
難
手
段
や
避
難

先
等
を
盛
り
込
む
と
と
も
に
、

伊
方
町
で
は
要
支
援
者
を
含
む

一
人
ひ
と
り
の
状
況
に
応
じ
た

避
難
方
法
等
を
定
め
た
地
区
別

の
避
難
計
画
を
策
定
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
大
分
県
で
は
大
分

側
の
被
災
状
況
等
に
応
じ
て
、

受
け
入
れ
地
域
等
を
設
定
し
た

受
け
入
れ
計
画
を
策
定
い
た
だ

い
て
お
り
、
昨
年
度
の
訓
練
で

は
こ
れ
ら
の
計
画
に
基
づ
き
、

大
分
県
へ
の
海
路
避
難
の
ほ
か
、

新
た
に
整
備
し
た
ゲ
ー
ト
型
モ

ニ
タ
ー
に
よ
る
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
や
要
支
援
者
用
車
両
を
活
用

し
た
避
難
等
の
実
施
確
認
を
行
っ

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。


